


Ⅰ　研究の成果　 (1000字程度)

(図表も含めて分か りやすく記入のこと)

　金属 ナ ノ粒 子は、その大き さ、形状に応 じて、 さま ざまな色 の光 をプ ラズモ ン共鳴 によ

って吸収す る。その際、粒子 が酸化チタ ンと接触 していれ ば、粒子表面の励起電子が酸化

チ タンに移動 し、電荷分離が起 きる。 これ を利用 して、光エネル ギー を電気エネル ギー に

変換できるこ とが、我々の研究で証明 され た。 プラズモン吸収 を利用 した、従 来 とは違 っ

たタイプの新 しい光電変換デバイスであ る。本研究では、 この金ナ ノ粒子のプ ラズモ ン励

起 を利用 し、電解質溶液の代わ りに、ポ リ(ビニル カルバ ゾール)(PVK)な どの有機 ホール輸

送

剤や 、その他のp半 導体な どを用いた全 固体型 光電変換デバイスの開発を行 った。

　スピンコーテ ィング法に よってITO基 板上に酸化チタン薄膜 を作製 し、Auコ ロイ ド溶

液 をキャス トし、有機ホール輸 送剤や、p型 半導体 などをス ピンコーテ ィング して 、セル

を構成 した。このデバイスのI-V特 性、光電圧 、光電流、それ らのアクシ ョンスベ ク トル な

どを評価 した。

図

1　TiO2/Au/PVKデ バイスのバン ド

構造および光電変換メカニズム。

図2　TiO2/Au/PVKデ バ イスのアクシ

ョンスベク トル(光 子数2×1016cm－2)。

　本セルに可視 光を照射す ると、光電圧や光電流が観測 され た。図1に は、PVKを 用いた

セル を例 として、各層 のバ ン ド図およびエネル ギー変換 のメ

カニズムを示 している。可視光照射 に伴 うプラズモ ン吸収 に

よって、金ナ ノ粒子表面の電子 が励 起 され、TiO2の 伝導帯に

注入 され る。一方、PVKのHOMOか ら金ナノ粒子に電子が

移動す ることによ り、電荷分離が起 こる。 図2か ら、光電流

のアクションスペ ク トル は金ナ ノ粒子 の吸収 スペ ク トル とほ

ぼ一致 している ことがわかる。 このことか ら、得 られた光電

流 の変化は、金ナ ノ粒 子のプラズモン吸収 による ものであ る

図3　 各ホール輸送剤を用いた
場合のセル特性の比較

と考 えられ る。

　さらに、PVK以 外のホール輸送剤やP型 半導体 を用い てセル を作製 し、それ らの特性

を比べた。各ホール輸送剤のHOMOま たはVBレ ベルが高いほ ど、またホール の移動度 が

高いほ ど、セル特性 が高い とい う傾 向が見 られた。 これ らの中ではCuIの 場合 に一番 よい

特性が得 らた。






